
l 語つちみろや や っちみろや
「かたい絆だ ! 社 会教育」

～今、社会教育に求められているもの～

1 趣 旨~~~甲
研 芝る存百万ら東下末天富更百百万霧下面石末曾有の被害を受けた。また、九州各地において
もこれまで、度々台風や豪雨、噴火などの災害に見舞われている。
このような状況の中、社会教育の喫緊の課題は、 「地域住民のかたい絆による、助け合う力の醸
成」であることが明らかになってきた。
そこで、本宮崎大会では、九州各県における 「かたい絆による社会教育Jの 現状や課題をもとに
今後の社会教育について大いに語り、方策を考える場とする。

2 主 催
九州ブロック社会教育委員連絡協議会、一般社団法人全国社会教育委員連否r―

―

宮崎県社会教育委員連絡協議会、宮崎県教育委員会、宮崎市教育委員会

3 共 催
宮崎県公民館連合会、社国法人宮崎県教職員互助会

4 後 援
福岡県教育委員会、佐賀県教育委員会、長崎県教育委員会、大分県教育委員会、
熊本県教育委員会、庖児島県教育委員会、沖縄県教育委員会、
宮崎県、宮崎市、宮崎県市長会、宮崎県町村会、宮崎県市町村教育委員会連合会、
宮崎県市町村教育長連絡協議会、宮崎県校長会、宮崎県県立学校長協会、
社団法人宮崎県青少年育成県民会議、宮崎県PTA連 合会、宮崎県高等学校PTA連 合会、
宮崎県特別支援学校 PTA連 絡協議会、宮崎県地域婦人連絡協議会、

(ゎ宮崎県子ども会育成連絡協議会、宮崎県青年団協議会、
朝日新聞社、毎日新聞宮崎支局、読売新聞西部本社、西日本新聞社、

NHK宮 崎放送局、MRT宮 崎放送、UMKテ レビ宮崎             (順 不同)

5 期  日

平成24年 11月 1日 (木)～ 11月 2日 (金)
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宮崎県立図書錦 研 修室
宮崎県立図書館 研 修ホール

メディキット県民文化センター 演 劇ホール
メディキット県民文化センター 光 のプラザ

2日 目 (11月 2日 )
分科会 第 1分 科会   メ ディキット県民文化センター イ ベントホール

第 2分科会    」 A AZMホ ール 大 ホール

第 3分 科会   宮 崎市民プラザ オ ルブライ トホール

第 4分 科会   メ ディキット県民文化センター 演 劇ホール

(県内 350
九州各県 ・各市町村社会教育委員及び生涯学習 社 会教育関係職員、
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丈二する歴史と神話
みやざき発網100年

学校教育関係職員、公民館関係者、社会教育関係団体関係者    他



旦 _違 朝皿受___浪 立 90円     ※  名 刺交換会参加費は、別途 2!p pp円 が必要歪え __

10 記 含講演  (11月 1日 14i30～ 16100)

程日

演 題

講 師

11 分 科会

「カリコボーズの村づくり」

黒 木  定  蔵    氏  (宮 崎県西米良村長)

( 1 1 月2 日 9 1 5 0 ～ 1 2 1 2 0 )

10130    11,o0     12,00      13100 13130  14:00  14:30             16:00     17i30
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12,20 12:30

私たちは 宮崎県のシラボルキヤ
ラクター 「みやぎ吉犬Jで す。
ぜひ 西 部原古境群や鵜戸神宮
江日神社など古車記ゆかりの地
をめぐってね !

①地域の連携 協働

②青少年の健全育成

③社会教育委員の役害J

④安全安心な地域づく

カリヨポーズ

(米宜地方に再り標

がれる守り神的存在)

分科会テーマ 討議の視点 事例発表 司会者 助言者

第
１
分
科
会

地域の連携 協

働の仕組みづく

り

学校 家 庭 地 域 ・

企業 関係団体等が
一体となった教育

環境づくりについ

て

ひ扮県〉藤日 千 穐

杵築市社会教育委員

(大分県〉

石井 圭 一部

大分県教育庁

社会教育藤

主任社会教育主事

〈熊本県〉

上杉 無

岸本県

生涯学習

推進センター

客議員

く熊本県〉伊藤 祐 紀

大津町社会教育委員

第
２
分
科
会

青少年の健全育

成

インターネットや

携帯電話等の情報

技術を活用 した犯

罪や栗物乱用等か

ら青少年を守る取

組について

く佐賀県〉浴本 信 子
特定非営利活動法人

ITサ ポー トさが事務局長

く佐賀庫

関 弘 紹

佐賀県文化

スポーツ部

まなび課目1課長

範 児島県〉

穂園 正 幸

鹿児島県教育庁

社会教育課
主任社会教育主事

兼社会教罰孫長

く鹿児島県〉平囲 弘 明
羅島市教育委員会

メディアセンター指導主亭

第
３
分
科
会

社会教育委員の

役害!

地域の課題解決の

ために主体的に取

り組む社会教育委

員の活動について

く福岡県〉古賀 ひろ子

藤本  邦 彦
■実町社会教育委員

く沖縄県〉
田場 勝

沖縄県教育庁

生涯学習振興課

社会教育班長

く福岡県〉

森日 明 敬

福岡県教育庁

福岡教育事務所

社会教育室
士に社会教育主草

く沖縄県〉島尻 郁 子

沖縄県社会教育委員

第
４
分
科
会

安全 安 心な地

域フづくり

安全で安心な地域

づ くりに関す る住

民の意識の高揚と、

防災 防 犯につなが

る活動の促進につ

いて

く長崎県〉宮ロ ミドリ
と世保市立大入保小学校
学校支援会議委員

〈長崎県〉

椋本 博 志

長崎県教育庁

生返■習課
社会教育推進班
指導主亭

〈宮崎県〉
柳 和 枝

宮崎市立

恒久小学校

校長

〈宮崎県〉
茜ヶ久保 員 由美
宮崎市木花地区

婦人連絡協議会



12 参 加申込

【宮崎県の方】
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は、県内の参加を分を一括して、<参加費振せ晏毒毒竜電ま揺勤             予
ぎ

○ は、参加者をとりまとめ、平成 24年 9月 10日 (月)
込書|を Eメ ールにより、く大会事務局>へ 直接提出してくださいまでに、

び名刺交換会費 2,000円 (1名 につき)を <参

「領収証」及び 「大会参加証Jは 、大会事務局から各県社会教育委員連絡協議会あてに、一括
して送付します。
一度納入された参加費及び名刺交換会参カコ費は返還できません。
大会当日、受付において大会参加証と引き換えに大会資料を配付します。
交通及び宿泊等の手配は、各県 各 自でお願いします。

２

　

３

４

５

●メディキット県民

文化センター

「全体会」
「第 1 4分 科会」
「名所J交換会」

●県立図書億
「理専含J
「運営委員会J
―宮崎神富バス停から

徒歩 5分

●」A AZMホ ール
「第 2分 科会」
→花殿町バス停から徒

歩 1分 または公立大学

前バス停力ヽら徒歩 5分

●宮崎市民プラサ
「第 3分 科会J
→橘通 lTロ バス停か

ら従歩 2分

く大会事務局>
第42回 九州ブロック社会教育研究大会宮崎大会実行委員会
(宮崎県教育庁生涯学習課内)
〒8808502宮 崎市橘通東 1丁 目9-10
TEL:0985-26-7245 FAX:0985-26-7342
E‐mail:Il■ukae shluch14~preimサazakllg jp

く参加費振込先>

実行委員会 事 務局次長 長 峯 勝 志 (ながみね

※振込手数料1す振込者負担となりますョ
79641

かつ し)

13 会 場マップ
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第42回 九州ブロック社会教育研究大会宮崎大会 参加申込書

(新 規  変 更  取 消 )O印 を付けてください。 ※太枠の中をご記入ください。

部道府県 1       県

田
入
者

所属 郵便番号

所在地 電話番号

e mヽa‖ 担当者氏名

番号 市町村 所属・役職 氏名
希望分科会 名刺

交換会
役割名

参加受

計第1 第 2

0 宮崎市
宮崎市中央公民館

館長
宮崎 太郎 4 1 O 司会 2,000   円

1 円

2 円

3 円

4 円

5 円

6 円

7 円

8 円

9 円

者0 円

11 円

12 円

13 円

合計
大会

参加者数
名
名刺交換会

参加者数
名 役割者数 名

参加費

合計
円

(1)大会役割者は、役割名欄に「県会長J「県事務局長」「司会」「助言」「事例発表」のいずれかを記入してく

ださい。大会役割者の大会参加費は不要です。名刺交換会参加費は、別途必要です。

(2)1人あたり、大会参加費は 3,000円、名刺交換会参加費は 2,000円です。

(3)分科会は、都合により第2希望とさせていただく場合がありますので、あらかじめご了承ください。

(4)申込の際、お預かりした個人情報は、目的外には使用いたしません。



匡垂∃第42回九州ブ回ウク社会教育研究大会

宮崎大会実行委員会

◎窃薔い

宮崎県が楯魂込働こ、参加舌OLat様を、
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